
メ
ル
ボ
ル
ン
の
天
才
Ｉ
免
疫
学
者
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
自
画
像
（
本
書

の
表
紙
、
ｌ
扉
、
並
び
に
四
三
頁
）
に
接
す
る
だ
け
で
も
深
い
感
銘
を
感

じ
る
の
は
私
一
人
で
は
な
い
。

訳
者
達
が
尊
敬
す
る
水
野
伝
一
教
授
の
門
下
生
の
方
々
で
あ
る
こ
と

も
私
に
は
強
い
共
感
を
呼
ぶ
。

私
は
本
書
を
手
に
し
て
満
一
ヵ
月
の
問
、
頁
を
繰
り
、
行
間
に
感
動

を
深
く
し
て
赤
線
を
引
き
、
蛍
光
ペ
ン
で
感
動
を
深
く
し
、
殆
ど
全
頁

約
三
○
○
頁
が
赤
線
や
蛍
光
ペ
ン
で
害
の
色
を
変
え
る
程
に
感
激
は
強

く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
一
人
の
読
後
の
感
動
だ
け
で
は
な
く
、
こ

れ
を
全
国
の
若
い
医
学
生
、
研
究
生
達
や
病
院
医
局
の
方
々
に
も
先
ず

一
読
し
て
頂
き
、
南
半
球
で
バ
ー
ネ
ッ
ト
が
稀
に
見
る
天
才
、
偉
人
と

し
て
生
れ
て
育
ち
、
発
展
し
て
人
類
の
健
康
、
幸
福
の
為
に
如
何
に
学

び
、
努
力
し
、
家
族
を
造
り
、
友
情
を
育
て
つ
つ
実
験
し
て
真
理
を
把

握
し
、
更
に
深
く
哲
学
し
て
独
創
の
新
し
い
学
説
を
樹
立
し
て
行
っ
た

か
の
軌
跡
が
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
を
敬
愛
す
る
周
囲
の
温
か
い
友
情
と
善
意

に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

バ
ー
ネ
ッ
ト
の
伝
記
は
夫
々
そ
の
生
涯
の
躍
動
す
る
各
章
に
分
か
れ

の
必
需
必
父
紹

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ゼ
ク
ス
ト
ン
著

丸
旧
浩
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ラ
ム
ゼ
イ
ほ
か
訳

『
ハ
ー
ネ
ッ
ト
ー
メ
ル
ボ
ル
ン
の
生
ん
だ
天
才
』

介
宗
血
暑
欺
き
愈
琴
愈
塞
の
尖
丙
坐
祷
“

て
い
る
。
①
新
し
い
始
ま
り
、
②
田
舎
町
か
ら
カ
レ
ッ
ジ
へ
、
③
大
学

時
代
、
④
門
出
、
⑤
最
初
の
発
見
、
⑥
ウ
イ
ル
ス
学
者
、
例
戦
時
中
の

研
究
、
⑧
新
任
所
長
、
側
収
穫
期
、
⑩
ノ
ー
ベ
ル
賞
、
⑪
元
老
、
⑫
偉

大
さ
の
根
源
、
⑬
科
学
的
世
界
観
、
⑭
世
界
は
彼
の
研
究
室
、
⑰
バ

ネ
ッ
ト
の
死
、
そ
の
他
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
著
作
、
講
演
資
料
の
詳
細
、
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
全
国
地
図
、
並
び
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
要
図
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

私
は
約
三
○
年
前
に
京
大
講
堂
で
、
彼
の
極
め
て
簡
潔
、
明
解
、
平

易
な
英
語
の
講
演
を
二
枚
の
ス
ラ
イ
ド
を
説
明
し
な
が
ら
淡
々
と
語
っ

た
彼
に
深
く
感
動
し
た
一
人
で
あ
る
が
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
が
ウ
イ
ル
ス
学

者
と
し
て
、
ま
た
画
期
的
な
免
疫
学
者
と
し
て
、
溶
原
化
と
溶
菌
の
関

係
を
鮮
や
か
な
実
験
的
手
法
に
よ
っ
て
細
胞
免
疫
の
実
存
を
指
摘
し
た

慧
眼
に
感
動
す
る
と
共
に
双
生
児
仔
牛
の
植
皮
実
験
か
ら
ク
ロ
ー
ン
選

択
説
や
免
疫
学
的
寛
容
な
ど
の
新
学
説
を
樹
立
し
た
慧
眼
と
天
才
振
り

に
感
動
を
深
く
す
る
も
の
で
あ
る
。

更
に
バ
ー
ネ
ッ
ト
は
自
己
免
疫
病
と
云
う
不
可
解
な
疾
患
の
解
明
に

向
っ
て
解
明
の
鉾
先
を
進
め
た
。

ま
た
一
九
二
八
年
に
は
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
注
射
に
伴
う
ブ
ン
ダ
バ
ー

グ
事
件
に
於
て
注
射
液
か
ら
ブ
ド
ウ
球
菌
を
実
証
し
て
新
し
く
α
ト

キ
シ
ン
を
確
認
し
て
新
知
見
を
加
え
た
。

バ
ー
ネ
ッ
ト
は
正
に
天
才
的
生
物
科
学
者
で
ウ
イ
ル
ス
学
者
と
し
て

も
牛
痘
、
烏
痘
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
オ
ー
ム
病
、
Ｑ
熱
、
ヘ
ル
ペ
ス
、

黄
熱
、
ニ
ュ
ゥ
カ
ッ
ス
ル
病
ウ
イ
ル
ス
、
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
、
ポ
リ
オ
、

サ
ル
の
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
、
ブ
タ
の
擬
ウ
イ
ル
ス
等
広
汎
な
生
態
学
的
ア
ブ

(162） 444



ロ
ー
チ
は
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
科
学
的
方
法
の
典
型
的
特
長
を
示
し
て
い

る
。
バ
ー
ネ
ッ
ト
は
戦
時
中
も
メ
ル
ボ
ル
ン
陸
軍
病
院
の
病
理
所
長
に

任
命
さ
れ
活
躍
し
続
け
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
、
天
然
痘
の
予
防
、

蒜
虫
病
の
予
防
に
尽
力
し
た
。
次
第
に
実
績
を
挙
げ
つ
つ
世
界
的
に
著

明
な
学
者
達
（
ス
タ
ン
レ
ー
、
ア
ヴ
ェ
リ
ー
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
等
）
と
も
友
情

を
深
め
つ
つ
、
ル
ネ
・
デ
ュ
ボ
ス
、
エ
ン
ダ
ー
ス
、
ミ
ュ
ラ
ー
、
フ
ォ

ル
バ
ッ
ハ
等
と
も
交
流
し
た
。
さ
ら
に
ビ
ー
ド
ル
、
テ
イ
タ
ム
、
ポ
ー

リ
ン
グ
等
と
も
出
合
っ
て
い
る
。

バ
ー
ネ
ッ
ト
の
天
才
は
数
学
的
論
理
性
の
天
分
の
上
に
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
人
的
先
見
の
明
を
組
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
著
者
等
は
論
じ
て

い
る
が
、
パ
ー
ネ
ッ
ト
自
身
は
満
足
し
た
由
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は

遺
伝
的
な
も
の
と
結
論
さ
れ
て
い
る
。
バ
ー
ネ
ッ
ト
は
「
人
間
の
思
想

及
び
行
動
は
無
限
に
複
雑
で
、
凡
て
は
脳
に
あ
る
偉
大
な
神
経
節
の
中

に
あ
る
が
、
あ
る
程
度
の
心
の
問
題
に
関
し
て
は
科
学
者
よ
り
も
詩
人

の
方
が
よ
り
よ
く
説
明
し
得
る
か
も
知
れ
な
い
と
私
は
信
じ
た
い
。
」
と

述
べ
て
い
る
。

バ
ー
ネ
ッ
ト
の
科
学
的
世
界
観
は
「
伝
染
病
の
生
物
学
的
考
察
」
、
男

女
感
覚
、
生
物
人
類
学
、
医
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
人
間
の
本
質
論
（
対
向

性
、
愛
情
、
英
智
、
遺
伝
性
、
人
口
増
加
、
兵
器
の
増
加
、
資
源
の
洞
渇
、
環

境
破
壊
、
技
術
開
発
の
無
制
限
）
を
論
じ
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
は
安
定
し
た
現
代

道
徳
論
を
唱
え
、
身
心
の
健
康
が
凡
ゆ
る
個
人
に
保
護
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
①
、
凡
ゆ
る
個
人
に
学
術
的
知
識
、
及
び
手
先
の
器
用
さ
を
学
ぶ

機
会
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
②
、
凡
ゆ
る
個
人
に
功
績
を
挙

げ
る
チ
ャ
ン
ス
、
及
び
そ
の
成
功
の
評
価
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
③
、
以
上
三
つ
の
条
件
は
次
の
世
代
の
人
々
に
も
現
世
代
の
人
々

と
同
様
に
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
④
、
之
等
の
四
条
件
は
知
識

人
や
管
理
職
等
少
人
数
の
人
々
に
よ
る
創
造
的
な
意
見
や
行
動
に
か
か

っ
て
い
る
と
バ
ー
ネ
ッ
ト
は
考
え
た
。
彼
は
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ゴ
ー
ル
ト

ン
の
エ
リ
ー
ト
結
婚
論
を
支
持
し
て
、
人
類
将
来
永
遠
の
健
康
平
安
を

祈
っ
て
い
る
。
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
満
八
十
五
年
の
永
い
生
涯
は
日
々
新
た

に
科
学
し
、
道
を
求
め
て
倦
ま
ず
、
リ
ン
ダ
夫
人
の
内
助
の
功
を
感
謝

し
、
愛
情
を
重
ね
て
白
血
病
不
治
の
夫
人
を
看
取
り
、
自
ら
も
人
生
を

大
悟
完
成
し
て
静
寂
の
中
に
温
か
い
家
族
の
心
の
中
に
身
を
ゆ
だ
ね
て

安
楽
往
生
、
満
足
の
死
を
自
ら
「
腸
癌
」
と
手
帳
に
害
き
残
し
て
尊
い

人
生
を
閉
じ
た
記
録
が
本
書
で
あ
る
。
私
も
医
道
を
歩
む
若
輩
の
青
二

才
の
ま
ま
老
化
し
た
若
徒
で
あ
る
が
、
更
に
新
進
気
鋭
の
医
学
生
、
薬

学
生
、
獣
医
科
学
生
、
生
物
科
学
生
達
初
め
天
下
の
医
局
員
、
福
祉
、

看
護
関
係
の
方
々
の
各
家
庭
に
一
冊
宛
本
書
を
備
え
付
け
て
、
自
然
科

学
、
生
物
科
学
に
哲
学
を
加
え
ら
れ
て
、
一
層
人
生
を
豊
か
に
深
く
せ

ら
れ
、
夫
々
悔
い
の
な
い
人
生
を
完
成
さ
れ
る
為
に
南
半
球
の
生
ん
だ

天
才
自
然
科
学
者
バ
ー
ネ
ッ
ト
博
士
の
人
生
哲
学
を
座
右
に
置
い
て
、

彼
の
崇
高
な
温
か
い
人
情
に
学
び
、
健
康
平
和
の
理
念
を
折
に
触
れ
て

読
み
取
ら
れ
つ
つ
共
々
に
不
可
解
な
人
生
を
一
歩
で
も
完
成
に
向
っ
て

歩
き
ま
し
ょ
う
。

（
山
中
太
木
）
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